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松江市西川津遺跡から出土した分銅形土製晶に

含まれるクローム鉄鉱とその考古学的意義

三浦 清＊1内田律夫＊＊

　　　　　　　　　Kiyoshi　MIURA　and　Ritsuo　UcHIDA

Chrom1te　of　we1ght－sty1e　earthenwares（Bundδgata　dose1hm）from

N1sh1kawatsu　h1stor1c　re11cs　and　the1r　archaeo1og1ca1s1gn1f1cance

Abs肚胆ct：N1sh1kawatsu，1ocated　at　Matsue　c1ty，Sh1mane　prefecture，1s　the　one　of　the

few　h1stor1c　re11cs　of　Yay01age　w1th　we1gh仁sty1e　earthenwares（Bundδgata　dose1h1n）

In　order　to　c1ar1fy　the　or1g1n　of　we1ght－sty1e　earthenwares　from　N1sh1kawatsu，these

samp1eswere　mvest1gatedby　means　ofEPMA　As　a　resu1t，1t　was　found　that　chrom1te

are　character1st1ca11y　recogn1zed1n　these　we1ght－sty1e　earthenwares　From　th1s　resu1t

stud1edbyth1smethod，1t1sd1sc1osedthatthesewe1ght－sty1e　earthenwareswere　probab1y

der1ved　from　the　northwestern　areas　of　Okayama　prefecture　and　the1r　ne1ghborhood，

u1trabas1c1gneousrock　aredom1nant1yd1str1buted　and　the1rd1str1but1on　are　restr1ctedto

th1s　areas1n　Chugoku　d1str1ct　of　southwestem　Japan

1．まえがき

　西川津遺跡は縄文早期から古墳時代にわたる複合遺跡

で，そのうち，縄文遺跡とアカホヤ火山灰Ahとの関係に

ついては三浦ら（1986）がすでに述べたところである。

　今回，同遺跡における弥生前期乃至中期を示す考古学

的層準から出土した分銅形土製品と石錘について鉱物成

分を中心に検討する機会をもった。

　同層準から出土する各種の石器は緑色片岩，黒色片岩

泥質片岩など三郡変成岩類を構成するものが多く，地元，

松江附近の石材は含まれない。

　一方，研究試料の土製品は，この時代に吉備を中心と

して生産されたことを暗示する考古学的根拠をもち，石

錘、各種の石器の石材の産地とも調和する。

＊　島根大学教育学部地学研究室

＊＊島根県文化課

　土製品が吉備地方を中心に生産されたものであるな

ら，その原料土は超塩基性岩で特徴づけられる岡山県北

西地域や広島県北東隅の独得の地質を反映している可能

性が期待される。

　本報告は，この実証例をまとめたもので，考古学への

地質学からのアプローチについて一方法を示したもので

ある。

2．西川津遺跡の考古学的位置

　西川津遺跡は松江市北東部を宍道湖に江く朝酌川の中

流域岸にある大規模な低湿地遺跡である。

　1979年以来，朝酌川河川改修事業に先だって島根県教

育委員会が継続して発掘調査を実施して来た。特に西川

津遺跡の中でも朝酌川とその支流の一つである持田川が

合流する海崎地区あたりは保存状態が良好で縄文時代か

ら古墳時代に至る多量の遺構。遺物が検出された。
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図一2．西川津遺跡弥生前期～中期の層準から出土した石錘（A，Bは表裏）

　とりわけ，弥生時代前期～中期の農耕，漁携，狩猟に

関する資料は豊富で，弥生時代の具体像を新たに描きな

おさなければならない貴重な遺跡であることが判明し

た。その一部についてはすでに内田（1987．1988）が報

告している。

3．酉川津遺跡から出土した分銅形土製品と石錘

　分銅形土製品は図一1に示すように6点が確認1され，

弥生時代中期後葉に埋まった朝酌川の旧河川と考えられ

る溝状遺構及び遺物包含層より出土した。いずれも浅い

沈線，列点文，櫛状工具による刺突文を施し，文様構成

は互いに似る。

　分銅形土製品は弥生時代の西日本に広く見られるが，

その分布の中心は岡山県にある。用途は現在のところ明

らかではなく，多くが破片として発見されている。

　東（1971）の編年によると，西川津遺跡から出土した

これら分銅形土製品は弥生時代中期中葉の特徴を示して

おり，溝状遺構の埋没時期と矛盾するものではない。

　石錘は図一2に示すようなもので，13．5x1O．O㎝，厚

み4．0cmの隅丸長方形を示す。中央に径約2．0cmの孔が貫

通させてある。この孔を中心に十文字に浅い施溝が見ら

れる。一部を欠損するが，その重さは7509である。

　肉眼的にはその表面はよく研磨されているように見え

る。全体的な色調は緑乳白色を示し，その表面は絹糸光

沢を呈する。

　本石錘は溝状遺構の西側堤防上より出し，弥生時代前

期～中期にかけての時期の遺物と考えられる。

　これと同じような特徴をもつ石錘は，北部九州の弥生

時代の遺跡からも発見されている。

4．分銅形土製品ならひに石錘の鉱物学的検討

　図一3は岡山県北西部および広島県北東隅の超塩基性

岩の分布図で西川津遺跡を含む島根県東部および鳥取県

西部をあわせて示してある。中国地方では超塩基性岩は

この地域に集中し，この地域を除いては鳥取県若桜地域，

島根県中部に小露頭を見るに過ぎない。

　分銅形土製品がこの地方で生産されたとすると，この

地域に広域に分布する超塩基性岩の風化土起源の粘土が

その材料土に混入される可能性は極めて高い筈である。

その指標となる鉱物はクローム鉄鉱であろう。



4　　松江市西川津遺跡から出土した分銅形土製品に含まれるクローム鉄鉱とその考古学的意義

表一1．西川津遺跡出土の分銅形土製品に含まれるクローム鉄鉱の分析値（試料番号は図一1と同じ）

　　　　　　　　試料成分

2－1． 2－2 3－1 4－1 4－2 4－3 4－4 4－5 4－6 6－1
SiO。 2．27 3．01 1．00 8．74 7．14 4．40 3．84 1．19 20．90 1．86

TiO。 1．02 1．17 5．20 3．20 1．36 1．31 1．33 O．97 0．94 0．76
A1．O。 24．42 29．09 16．61 20．61 26．19 25．62 25．73 26．06 25．37 28．75

Cr．O。 31．71 28．07 20．61 26．08 29．22 29．94 30．OO 33．51 24．63 28．89

FeO 21．47 23．56 44．60 28．58 23．07 22．63 23．33 21．22 18．76 25．07

MgO 12．61 13．24 5．80 6．19 10．68 11．60 11．62 13．52 9．61 11．92

計 93．50 98．14 93．82 93．40 97．66 95．50 95．85 96．47 100．21 97．25
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図一3．岡山県北西部，広島県東北隅地域の超塩基
　　　性岩の分布（黒く染めた部分）

　実験に使用した材料は，図一1の土製品の縁をニッ

パーで2m程度の微小片4～5個分ほど欠きとったもの

である。これを樹脂に封入してよく研磨し，カーボン蒸

着を施してからエネノレギー分散型X線マイクロアナライ

ザーで分析した。

　含まれるクローム鉄鉱は数ミクロン程度の大きさをも

つものが多く，技術的には研磨が必ずしも完全であると

は限らないが，それがクローム鉄鉱であることはその大

図一4．

（A）

（C）

（C）　　　　　　　（O）

西川津遺跡出土の分銅形土製品に含ま

れるクローム鉄鉱のX線スペクトル
：分析試料2－2，（B）：分析試料3－1

：分析試料4－1，（D）：分析試料6

量のクローム含量によって容易に判断される。

　表一1にその分析結果が示され，また，図一4にはそ

れらのX線スペクトルを示す。

　図一1に示す2，3，4，6の土製品から確実にクロー

ム鉄鉱が検出された。ただ，1および5の土製品からは

クローム鉄鉱が検出されなかったが，分析試料が極めて

微量であることの為に生じた可能性が考えられる。

　ともかく，これだけの試料からクローム鉄鉱が検出さ

れたと云うことは、少なくともこれら西川津遺跡から出

土した分銅形土製品が，図一3で示した広島県北東隅か

ら岡山県北西部の超塩基性岩風化土の混入した土から造

られたものであることは確実である。

　さらに前述した石錘であるが，図一5に示す全岩のX

線回折図からも理解されるように，これは強く滑石化を

受けた蛇紋岩でつくられている。アクチノライト，斜方

輝石（Bronz1te），滑石，緑泥石などからなる。表一2に

これら鉱物の化学分析値を示す。これらの結果からもわ
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